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県
内
11
地
区
の
総
支
部
で
は
木
村

候
補
者
か
ら
の
推
薦
申
請
を
受
け
、

組
織
討
議
を
行
い
意
見
集
約
の
上
、

２
月
６
日
の
農
政
連
委
員
会
に
臨

み
、
木
村
敬
氏
を
全
会
一
致
で
県
知

事
選
挙
の
推
薦
候
補
に
決
定
し
ま
し

た
。

・東京都出身　49歳
・東京大学法学部卒業
・自治省（現総務省）に入省
・熊本県商工政策課長、総務部長
・消防庁広域応援室長
・熊本県副知事

〜
令
和
６
年
熊
本
県
知
事
選
挙
〜

県
知
事
選
に
向
け

　
　   

農
政
連
推
薦
候
補
を
決
定
！
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くまもと新時代、
共に未来へ

▲木村敬候補（左から４人目）に推薦状を渡す農政連の代表者

　

熊
本
県
農
政
連
は
、
２
月
６

日
、
熊
本
市
内
で
第
５
回
農
政

連
委
員
会
を
開
催
し
、
第
21
回

熊
本
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て
、

各
総
支
部
で
の
組
織
討
議
を
踏

ま
え
対
応
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
推
薦
候
補
と
し

て
木
村
敬
前
副
知
事
を
決
定

し
、
同
日
に
推
薦
証
の
授
与
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

推
薦
状
授
与
式
で
は
、
農
業

者
が
希
望
と
意
欲
を
持
っ
て
営

農
に
取
り
組
め
る
よ
う
、「
政
策

協
定
」（
裏
面
参
照
）
を
締
結
し

ま
し
た
。

『木村たかしさんのプロフィ―ル』

『木村たかしさんはこんな人』
・生まれる前に、へその緒に絡まって、左手首から先を失う
・蒲島郁夫知事が東大で持った最初のゼミでゼミ長を担う
・地方創生のプロになるべく自治省（現総務省）に入省
・12年前（2012年）の熊本県赴任以来、24時間365日熊
本のことを考える
・熊本地震・令和２年７月豪雨に県庁と国の最前線で対応
・趣味は温泉めぐりとグルメ探訪、熊本で猫好きになる（49歳）

木
村  

敬た
か
し



令和６年２月15日

　本県が引き続き全国有数の食料供給
基地としての役割を果たすとともに、
農業者が希望と意欲を持って営農に取
り組み、活力ある地域農業と豊かな地
域社会を実現するため、本連盟は、推
薦候補者 木村敬 氏との間において下
記事項の実現のため、政策協定を締結
しました。

１．食料安全保障に向けた基本政策の具体化と予算の拡充
２．生産資材高騰対策等の継続・拡充　
３．適正な価格形成の実現と国・県民への理解醸成
４．みどりの食料システム戦略をふまえたスマート農業の推進等
５．2024年輸送問題に関する支援の拡充

記政策協定書（抜粋）

宮本　隆幸
（県農政連委員長）

木村　敬
（前県副知事）

石本　勝也
（青壮年部委員長）

太田　桂子
（女性部会長）

　
農
政
連
は
、
前
熊
本
県
副
知
事
の
木
村
敬
さ
ん

に
、
農
政
連
委
員
か
ら
質
問
し
、
熊
本
の
農
業
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宮
本
委
員
長

　

全
国
有
数
の
農
業
県
で
あ
る
熊
本
県
の
農
業
を

守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
農
家
の
努
力

だ
け
で
は
、
解
決
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
来
、
農

家
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

特
に
資
材
価
格
高
騰
等
問
題
や
２
０
２
４
年
輸
送

問
題
、
担
い
手
、
後
継
者
問
題
、
耕
作
放
棄
地
問

題
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
木
村

さ
ん
は
、
前
副
知
事
と
し
て
熊
本
県
の
農
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
お
持
ち
で
す
か
。

木
村
敬

　

私
は
、
熊
本
県
の
最
大
産
業
で
あ
る
農
林
畜
水

産
業
を
守
り
育
て
、
食
料
自
給
率
が
全
国
上
位
を

達
成
し
、「
食
の
み
や
こ
熊
本
」
を
創
造
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
本
委
員
長

　

少
子
高
齢
化
や
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
近
年

の
物
価
高
に
よ
る
農
家
経
営
の
圧
迫
、
そ
し
て
離

農
な
ど
、
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
農
業
県
熊
本
が
今
後
も
持
続
可
能

で
、
若
い
後
継
者
が
意
欲
を
持
っ
て
農
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
県
に
は
万
全
の
支
援
を
お
願
い
し
た

い
で
す
。

　

元
副
知
事
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

木
村
敬

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
外

食
・
業
務
需
要
減
の
影
響
を
受
け
た
畜
産
物
や
花

き
、
茶
、
牛
乳
、
野
菜
な
ど
幅
広
い
品
目
に
つ
い

て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た
消
費
喚
起
の
取

り
組
み
や
地
産
地
消
フ
ェ
ア
の
開
催
を
主
導
し
て

き
ま
し
た
。

　
太
田
会
長

　

私
た
ち
は
子
供
や
高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
食
の

安
全
・
安
心
を
掲
げ
て
女
性
部
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
食
と
農
の
安
全
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
考

え
を
お
持
ち
で
す
か
。
そ
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な

政
策
を
進
め
て
い
く
お
考
え
で
す
か
。

　
木
村
敬

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む
中
で
も
生
産

力
や
産
地
力
を
更
に
強
化
で
き
る
よ
う
、
ブ
ラ
ン

ド
力
向
上
に
よ
る
価
格
向
上
や
、
地
域
の
営
農
資

産
と
技
術
を
セ
ッ
ト
に
し
た
経
営
継
承
を
推
進
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
作
物
の
生
産
強
化
・
新
規
作
物
の
導
入

支
援
を
行
い
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。

木
村
た
か
し
さ
ん「
農
業
へ
の
思
い
を
語
る
」
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